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Ⅰ.実験授業の諸前提

体育の授業における主たる課題は,人塀の歴史的･社会的経験の具象化された運動文化をすべて

の子どもに獲得させることであり,これを介して身体的および精神的諸能力の"全面的発達''を保

障するということである｡この場合,体育科教育における教材(学習対象)としての運動文化は,

｢人間の身体に刻み込まれる文化｣ (川合, 1981)"という独自性をもつことから,直接的には``技

能習熟(できること)と技術認識(わかること)の統一的形成''という課題に向けて教授と学習が

展開されることになる｡

ところで,最近の｢体育における学力とは何か｣をめぐる論議の高まりのなかで｢できる(わか

る)授業｣の創造ということが鋭く意識されてきている2)｡従来の体育科教育において,子ども

の学習活動(技能習熟と技術認識の過程)が制御された過程として組織されていないということ,

換言すれば,目に見える運動的･反射的行動が強調され,動作の結果や運動系でのエネルギーや

パワーの生産のみが重視されることによって,運動技術の学習において子どもの合目的的･合法

則的な動作の遂行における決定的な環としての心理的過程の形成と制御という重要な側面が,いわ
�"�"�"�"�"

ば自然発生的な過程として放置されるといった,原則的な欠陥が指摘されてきた3)｡こうした運動

技術の学習における``子どもの学習活動が制御された過程として組織されていない''という原則的

欠陥のおもな原因としては,何よりも伝統的｢基礎一応用｣概念に基づく教授内容編成および教授

方法を挙げなければならない｡この伝統的｢基礎一応用｣概念はその背後に要素主義的技術観や総

和論的発想を有している｡そのため運動技術の教授-学習過程ではフォーム-型が絶対視され,

これらの単なる模倣によって子どもを鋳型化する傾向や,あるいは運動技術の構成的部分である要

素的諸操作を個別的分離的に指導することが支配的となる｡例えば,クロール泳法における指導過

程のなかにその典型的な例をみることができる｡通常よく目にするクロサル泳法の指導過程は,メ

タ足一手のかき-バタ足と手のかきによる｢面かぶりクロール｣一呼吸を伴なうクロール泳法とい

う経過を踏む｡しかしながらこのような指導過程のもとで学習する子どもたちは,たとえ要素的諸
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操作が個別的に獲得されたとしても,動作の協応にとって最も本質的な,バタ足,手のかき,呼吸
●   ●   ●                 ●   ●   ●

といった各要素的諸操作のあいだの関連性および系列性は,全くかあるいは不明瞭にしか学習され

ていないことがほとんどであり,結局,子どもたちは学習すべき動作を繰り返し反復練習によって
�"�"�"�"�"�"�"

経験的なカソやコツとして,しかもそれらを自力で学びとっていかなければならないのである｡し

たがってこのようにして獲得された運動技術は, ｢わかること｣すなわち確固たる技術の科学的認

識によって支えられた｢できること｣ではないし,それを仲間との共有の財産にすることはできな

い｡

言うまでもなく,学習の中心的な環は子ども自身による活動あるいはこれを構成する行為である｡

タルイズィナ(1970)によれば,およそ教授一学習というものは子どもの心理活動に一定の変化を

起こさせることをその機能としているが4),最近の運動学習の諸理論でも,運動技術の学習という

外的･実践的行為の学習が中心をなす体育科教育においても,その決定的な環は内的･心理学的過

程にあることを指摘し,とりわけイメージやプランあるいは運動表象といった心理学的要因に重要

な役割を与えている5)｡これはイメージやプランあるいは運動表象といった心理申要因が,学習課

題を解決する際の出発点となり課題解決を方向づけるという,いわゆる調節･制御の機能を有して

いることによる｡筆者は体育科教育における子どもの学習活動と運動表象の発達構造を資料Ⅰ-1

のように示し, ｢体育の教授一学習過程において目指される技能習熟と技術認識は,運動表象の明

瞭化と安定化に媒介されることによって統一的に形成され発達する｣6)と述べた｡つまり運動表象

の決定的役割は,技能習熟の技術認識-の発展,さらにそれをより高次の技能習熟-とつなげると

いう｢わかることとできることの媒介項｣として作用するという点にこそ存在すると考えるのであ

る｡

｢できる(わかる)授業｣の創造や子どもの技能習熟と技術認識の統一的形成という課題は,結局

のところ,教育サイバネティックスにおける``学習活動の制御一調節過程としての教授活動''の考

え方を前提にして言えば,子どもによる運動技術の学習活動をいかに教師によって効果的に制御さ

わかる･できる

M

わからない･できない

資料ト1運動表象の発達構造

れた過程として組織するかということであり7),また認

識発達の観点から言えば,子どもの｢未整理の体系｣と

しての,そして｢誤謬の体系｣としての生活的(経験的)

概念および認識が科学的概念および認識へと転化する過
●   ●   ●       ●   ●   ●

:程をいかに計画的･意図的に組織するかという課題には

かならないのである8)0

さて,プ-ニ(1967)は｢運動表象の形成は,運動習

熟の形成のために特に重要な意味をもつ｣9)としている

が,このようなものとしての運動表象はいかなる方法を

もって形成されるのであろうか?　体育の教授一学習過

程において用いられる運動技術の指導法としてこれまで
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一般に次の3つの方法がとられてき

た(資料I-2)(第1はいわゆる

｢手引き指導｣といわれるもので,

子どもの運動感覚に訴えてその運動

の型を学習させようとする方法｡第

2は｢示範｣により学習させようと

する運動を視覚的に提示する方法｡

そして第3が,言葉によって運動技

術を説明してから練習させる言語的

指導法である｡これらの方法は,い

(わかる)　　　　　　　　　　　　　　(できる)

資料ト2　学習者間コミュニケーションと運動表象

の関係を示す仮説モデル

ずれも子どもたちの｢模倣｣という能動的な行為を前提としながら試行錯誤的な繰り返し反復練習

によって正しい動作を獲得させようとするものである｡

このうち,第1と第2の方法すなわち｢反応強制法｣や｢示範｣などは体育科教育における運動

技術の指導法の中にあって最も中心的な位置を占めるもので,これまで技術指導法の改善というこ

とでは様々な工夫と努力が傾けられてきた｡しかし,運動表象の形成は,一方で｢手引き指導｣や

｢示範｣による方法を通じて子どもたちに視覚･運動感覚的手がかりを与え,同時に他方で子ども
●   ●

たちに言語･思考活動が組織され,これら感覚的要素が論理的要素に｢翻訳｣されて初めて確かな

ものとなることができる10)それゆえ,技術と技能の区別と関連という点から言えば,ただ子ども

たちの視覚･運動感覚に働きかけることを介して一方向的に運動表象を形成するだけでは当該の運

動技能を｢カソ｣や｢コツ｣として主体に取り込むことは可能であっても,それらを客観性を備え

た運動技術として認識することはできないということなのである｡つまり自分にもまた仲間にも

｢わかち伝える｣ことができるまでに客観的なものとして理解されるに至るには,その運動表象は

言語的に形成される必要があるのである｡

本研究において取り組まれた実験授業は,子どもたち(初心者)による水泳の学習活動のなかに
●   ●

言語･思考活動すなわち｢コトバを用いた活動｣を組織することによって運動表象の形成を,外的
�"�"�"�"�"�"�"�"

側面からだけでなく内的･知的側面からもアプローチしてゆくことによって,技能習熟と技術認識

の統一的形成を目指したものである｡

Ⅱ.実験授業における3つの授業仮説

実験授業とは,ここでは,実験者が一定の仮説をもって授業(実験)を行ない,授業実験のなか

でその仮説を検証するという試みとして理解されている｡それは現実に展開される``生きた授業"

そのものを対象にするという意味では｢授業研究｣に包摂されるものであろう｡出原(1983)は,

体育学研究の一分野としての授業研究は｢体育科教育学の重要な構成部分｣であり, ｢授業におけ
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資料Ⅰ-1

資料Ⅰ-2

る方法を研究の対象の中心としてす

えるが,決してそれに留まるもので

はなく,方法の研究を通して,目標,

内容の研究にもつきすすむものであ

る｣とし,さらに｢教師の授業実践

がその目標･内容の改革や検証を求

めつつ,そこでの方法としてのねら

いをもって展開されるならば,実践

を丸ごとの研究対象とする授業研究

では,その授業実践を総合的に検討

し,目標･内容･方法の統一の視点

からアプローチせざるをえない｣と

述べている11)

そこで本研究における実験授業もその取り組みにあたっては,先の諸前提を踏まえて授業の目標

･内容･方法の全体のなかで,以下の3つの授業仮説を設定した｡　　　　　　　　　　.

第1仮説･･･-｢ド/レ平泳法｣から｢グライド･バタフライ泳法｣ -と発展させる技術指導の系統

は,水泳の初心者指導における技能習熟と技術認識の形成にとって有効に作用する

であろう｡

｢ドル平泳法｣とは水泳の初心者指導における基礎泳法として考え出されたもので,資料Ⅰ-1に

示すように水泳の基礎技術を,呼吸筋の粘弾性を利用した呼吸法(吸うことを意識せず,息をまと

めて｢′iッ｣と吐き出す呼吸法)を基盤にした｢呼吸と腕の協応動作｣と捉え､そこから｢『呼吸

+腕』と脚の協応動作｣ -と発展させる泳法のことである｡従来の｢面かぶりクロール｣からの初

心者指導を構造化した資料Ⅰ-2と比較すれば,その違いは明らかである｡ ｢ドル平泳法｣は初心者

が恐怖心の核としている呼吸の方法とリズムの定着を意識焦点にしていることから,学習内容が明

確に把握され,その結果学習活動がそれに方向づけられることになる12)さらに｢グライド･バタ

フライ泳法｣は, ｢ドル平泳法｣で学習した｢呼吸と腕の協応動作｣をベースにしながら,手首と

頭の上下操作による｢うねり｣を利用して泳ぐ泳法であり, ｢ドル平泳法｣との学習内容の上での

関連性はきわめて深い｡

第2仮説　　グループのなかに3人1組の小集団による｢トリオ学習｣を組織することは,子ど

も間の｢相互観察｣, ｢相互比較｣を促進し運動技術の感性的把握にとって有効に作

用するであろう｡また子ども間相互の言葉を用いての``教え合い･伝え合い''は,

運動表象の言語的形成を促進する一要因となるであろう0
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出原(1981)は, ｢『技術の分析･総合の能力』が体育の学力の中核部分である｣と考えているが,

その場合"二人の世界''-技術を媒介にした二人の関係を子どもの中に組織すること,すなわち
●  ●  ●  ●  ●  ●   ●   ●   ●

｢ペアによる相互観察｣によって子ども同志の関係の中で技術認識を磨き合い,深め合い,高め合っ

ていくことが具体的指導を考える上で重要であるとしている13)確かに｢教科固有の認識方法を介

しての学習集団の形成｣ということを考える場合,まず第1に｢子どもたちがよく『見えるような

手だてを詩ずること｣が大切である14)しかし, ｢友達がうまくなっていく過程や友達の技術水準

(うまくできているところ,できていないところ)｣を具体的に｢見える｣ようにしてやるには,
●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●

｢ペアによる相互観察｣というよりも,学習過程で生起する｢技術の債斜｣を伴なう3人1組を基

礎単位とした小集団の中で,異なる2つの対象をつき合わせこれを相互に観察･比較させたり,め
�"�"�"�"�"

るいは1つの対象を2人で観察させることによって技術認識を交流させるといった｢トリオ学習｣

を準備することの方がより有効であるように思える｡

第3仮説･･-･教師の指導あるいは子ども間相互の観察･比較によって獲得された認識内容は,

｢文章化｣という``言語に対象化する行為''を通じて知識構造は組み替えられ,運

動技術の理性的認識-と高められるであろう｡

タルィズィナやガリペリンら(1967)は,行為の構造的要素をそれが果たす機能にしたがって,定

位部,執行部,統制部の3つの部分に分壊し,その中で定位的部分を行為の主導的な側面として強

調している｡彼らは課題の正しい遂行のために子どもが定位しなければならない条件(｢行為の客

観的条件｣)と,行為遂行のとき子どもが実際に定位しているところの条件(｢行為の定位的基礎｣)

とを明確に区別し, ｢人間の全ての行為は,あれこれの定位的基礎の上に完成され,また定位的基

礎は行為の質を規定する｣15)と述べている｡体育科教育における運動技術の学習の場合でも,子ど

もの｢行為の定位的基礎｣は｢客観的条件｣に適合したものとして形成されなければならない.そ

の時,行為の定位部や統制部という｢認識的側面｣は｢執行的側面｣から一旦分離されることが必

要になるが,そのことは, ｢文章化｣という｢コトバを用いた活動｣によって可能となる16)換言

すれば, ``言語に対象化する行為''とは｢自己を客体化すること｣であって,行為の自覚化,意識

化を促すものである｡このことが,これまで｢カソ｣や｢コツ｣として主観的なかたちで主体に取

り込まれていた技能を,客観性を備えた技術として子どもに深く認識させることを可能にする0

以上,本研究ではこれら3つの授業仮説を設定し,実験授業を通じて検証していくものである｡

Ⅱ.実験授業の方法

1.被験者:鹿児島市内の女子短期大学学生(1年生), 27名｡

2.実験日時:1983年6月28日～7月2日までの5日間｡

午前9:00-12 :00までの3時間,合計15時間｡

3.実験場所:鹿児島市営屋内プール(25mx8コース)



m
M
m
m
川
　
川
川
m
甘
川
M
m
門
川
川
川
川
帆
u
H
川
川
岨
阿
川
仙
川
川
矧
川
阿
山
‥
汀
1
i
婆
W
h
M
M
川
M
怒
捌
川
川
門
川
M
H
川
川
川
W
m
川
川
川
m
仙
川
m
m
M
m
矧
卜
は
E
廿
日
仏
師
桃
川
Ⅶ
糾
仙
川
川
切
目
居
川
川
川
州
肌
以
阿
ト
k
M
L
は
E
!
困
　
　
川
仙
川
ド
h
n
川
卜
H
H
ト
ト
　
ト
ト
L
r
h

122　　　　　　　　　　　　　　水泳の初心者指導に関する研究( I )

資料Ⅱ-ト1グライドバタフライの教授学習プログラム

ステップ及び学習内容 教授一学習活動

Step 1.

水なれ･呼吸

(1)水中にらめっこ

(2)水中じゃんけん

(3)水中歩行

(4)伏し浮き･伏ししずみ

(5)イルカ潜り

(6)呼吸練習(ドル平式呼吸法)

●プールサイドで

●水中で

Step 2.

学習課題の把握と全体的なイメージの形成

(1)教師によるドル平泳法の説明

●｢泳ぐ｣というのは｢呼吸をしながら水中や水

上を移動することである｡｣

●ドル平泳法は, ｢呼吸と手のかきの協応動作｣を

中核とした泳法であり,水泳技術の習得に必要

な技術的な条件(リラックス,リズム,バラン

スなど)をそなえた,初心者のための泳法である｡

●ドル平泳法は,バタフライ泳法-の発展のため

の基礎的泳法である｡

(2)教師による示演

●大きな動作で｢イチ,ニィ,サーソ,"パッ'',ポ

チャン｣のリズムでゆっくりと25m　くらい泳

いでみせる｡

●ドルバタとグライドバタフライを示漬し,比較

させながら,学習の見通しを持たせるとよい｡

(3)説明と示演から得たイメージをもとにして学習

者に2-3回実施させてみる｡
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到　　　　達　　　　度 教授一学習活動の留意点

(1　2では,水中で目を開けて20秒以上息をとめて

いることができる｡

(3)胸まで水につかり,立位姿勢を維持しながら腕

で水をかいて前後左右に移動できる｡

(4)肺に空気をためていれば沈まないこと,浮き･

沈みは意識的に操作することができることがわか

る｡

(6)呼吸では,息をすうのではなく, ｢声を出すよ

うに口を大きくあけ,一度にパッと息を吐き出

す｣と自然に空気は肺の中に入ってくることがわ

かる｡同時に20回以上｢パッ｣の呼吸が連続して

できる｡

このステップでは,水に対する防禦反射を抑制,

消去し,水中における感覚,知覚が目的であるか

ら(1M6)までを十分に習熟させること｡

(4) ｢人間は水に浮くのか沈むのか｣ (発問)肺の中
㌔

に空気をためていれば浮き,息をはき出せば沈む

ということを教師が実験のかたちで示漬してみせ

る｡

享≒
(1)呼吸の重要性を理解できる｡

(2)ドル平泳法は,手や足をバタつかせることによ

って進もうとするのでなく, ｢呼吸と手のかきの

協応動作｣を中心としながら, "一つ一つゆっく

り"と, ``十分に伸びをとっで'泳ぐ泳法である

ことを理解できる｡

ドル平泳法における｢イチ,ニィ,サーン,"パ

ッ''ポチャン｣のリズムを理解できる｡

(3)目標とのずれを確認できる｡

●進まない

●浮いてこない

●呼吸ができない

●リラックスできない

●リズムがとれない　　など

※ドル平泳法の図解

⑤

l&=*m

●

●このステップは,ドル平泳法についての表象(イ

メージ)を教授一学習過程において意図的に形成す

る最初の段階である｡

●水泳(あるいは水泳指導)における既有の誤った

表象を崩すことに力点を置く｡
●   ●   ●   ●

(バタ足,手のかき,がむしゃらな面かぶりク｡

-ルなど)

●ここでは,学習者に全体的な表象をつくりあげる

ことが主目的であるから,詳細な分析は必要とし

ない｡

｢呼吸と手のかきの協応動作｣, 〟ゆっくりと'',

``十分に伸びをとって''｢イチ,ニィ,サーソ,``パ

ッ'',ポチャン｣のリズムで泳ぐことだけを強調

する｡

③　　　　　②

事コ
_　　　　　　__　　　　　　-　　　　　　　ー~　~　_　ー　　　~　ー

亡=紐ヽ
十

勺=屯カ~~
■三･- T一一一■

十

水面に浮いてきて再　足をかるくうってだ　その反動でからだは　ゆっくり大きくかい　平浮きの姿勢で十分
び平浮きの姿勢にな　んだんと浮いてくる　水に沈む｡しずかに　て, ｢パッ｣と呼吸　伸びをとる

り十分に伸びをとる　　　　　　　　　　手を伸ばして伸びた　する｡ ｢パッ｣とし

姿勢になる　　　　たあと脱力する
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ステップ及び学習内容 教授- 学習活動

Step 3. (1) 両手で水をかきながら呼吸の練習0

ドル平泳法における分節化された運動系列の学習0 顔を前方に起こす動作と腕をかく動作がタイミソ

(a) 呼吸と手のかきの結合 グよくおこなわれることをねらう0

(2) 両手で水をかき, 歩きながら呼吸法の練習0

(ケンケン歩きと呼吸法の練習)

(3) 片足けのびからの呼吸と手のかきの練習

2vkV
～ へ ′了 ㍍ 喜 一VJ

′′′′ ●

(4) 伏し浮きでの呼吸と手のかきの練習

｢平浮き→手のかき ●呼吸→平浮き→立つ｣ とい

う一連の動作を一回ごとゆっくりと確実に練習す

る0

※伏し浮きから呼吸 ●手のかきの図解

か 一 帖 ､ ､ 一､ ●A. 要撃

①肩までレずむ ②けのびする ③｢′<ツ｣と呼吸す

(b) 呼吸 ●手のかきとキックの結合 (1) けのび ●腕のかき ●脚のけりと呼吸法の練習0

｢けのび ●腕のかき ●呼吸｣ 甲練習で腕をかいて

呼吸したあと, 両足で ｢ トーン, トーン｣ と軽J<

キックして浮いてくるよう忙する0

S ted 4. 1 ドル平泳法を連続的に実施し, Step 3の中で学

各運動系列の連続的結合0 習した一連の動作を修正 ●調整 しなが ら練習す

る○

(2) 25m , 50m と長い距離を泳ぎきる0
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到　　　　達　　　　度　　　　　l　　　　　　教授一学習活動の留意点

(1)腕のかき方は,力をいれないでゆっくりした動

作で真下に水を押えるような感じでかくことがで

きる｡

●呼吸は,あごを前につき出すようにして起こし,

水面すれすれのところで,力強く｢パッ｣と息

をはくことができる｡

●｢1.2.3.パッ｣とリズムに合わせて実施するこ

とができる｡

(2)腕のかきによって,進む感じ,浮く感びをつか

むことができる｡

一㌢^>1. ㌔か~

(4)平浮きから両手のかきで呼吸して立って休まず

に,そのまま平浮きにもどることができる｡

｡からだの力をぬいていると自然に浮きあがって

くる｢浮きあがりの感じ｣をつかむことができ

る｡

･雪翌警-(注)毒害幣を至芸料等芝豊

罰

W

題

F

m

H

川

u

n

祁

膚

　

　

-

　

-

ト

音

者

,

(1)では,ドル平泳法の最も基礎的な技術としての

｢呼吸と手のかきの協応｣を学びとる練習段階で

ある｡

●特に｢首の動作に手のかきを合わせるように｣

｢手をかくと同時にあごをつき出す気持ちで｣

を強調し,タイミングとリズムを確実に習得さ

せることに注意を払う｡

(2), (3)では,ひと呼吸ごとに立ち上がって呼吸をや

り直さないようにして,連続した呼吸のリズムを

練習するように注意する｡

(4)では,手首･首･腹のリラックス(脱力)を特に

注意する｡

●最初は少しの時間しか足をはなせないが,少し

ずつ水に浮いている時間を長くするように指導

するとよい｡

(注)呼吸したあとは沈みが深くなりやすいので

浮くまで力を抜いてまつ｡

(1)両足のキックは, ｢ト-/,ト-/｣のゆっく

りしたリズムでごく軽く,力をぬいてドルフィソ

式の両足打ちができる｡

●呼吸と手のかきのリズムに,両足のキックをう

まく協応させることができる｡

●ここでは,呼吸･手のかきに両足のキックを協応

させることが主要な課題である｡

●そのため,両足のキックは,推進力よりも浮きを

助けるつもりでよい｡

●バク足の習慣がついている人には,ドルフィン式

の両足打ちへ,一度に無理やり矯正しない｡

(1) "ゆっくりと'', "十分に伸びをとっで', "1.2.3.

パッ,ポチャン'',のリズムで連続的に実施する

ことができる｡

(2)一定の"ゆっくり"したリズムで25m, 50mを

泳ぎきることができる｡

ここでは,学習者の動作の欠点について,フィー

ドバックを与えてやり,できない原因を各運動系列

の相互関係において考え,どこをどうすればよいか

を指示する｡
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ドル平泳法からグライド･バタフライへ

ステップ及び学習内容
I 教授～学習活動

Step 5. 分節化された運動系列の学習 (1) プールの壁を蹴って推進力をつけ, アゴをひき

(a) もくやりこみ 顕と手の先を下へ向けることによって重心を前方

へ移動させて, 水中へすべりこむようにもぐる0

(2) 立位姿勢から体を前方へ投げだしけのびの状態

をとる0 そして■比較的にあまり推進力のない状態

で(1)と同様にしてもぐりこむ0 ､

(b) きりかえし (1) もぐりこんだならば, 推進力のあるうちに (足

(もぐりこみからつづけておこなう) 先がしずむころ) こんどは手先を上に向けるとと

もに頭をおこし, 水面を見あげるようにして手先

から水面に浮かびあがってくる0 このとき, から

だは弓なりにそっている0

謬 ⊂プ一節 ｢
(2) きりかえしのタイミング

(この図ではもぐりこみ時に十分アゴがひけてない)

(C) 腕のかき (プル) から呼吸 (1) 手の先が水面から出る直前に手をかきはじめる0

(a)→(b)→(C)とつづけておこなう) 口が水面から出た瞬間にすばやく ｢バツ｣ と呼吸

する0

(2) 口が水面から出るように水を押える0

亙転晦 野戦
水が押えられていない

(d) 呼吸後の頭と手のつつこみ (1) 腕をかいて呼吸したあと, 千を水面の上を通過

((a)→(b)→(C)→(d)とつづけておこなう) させて頭の前方へもっていき, 両手をそろえてつ
●●●●つこむ○このとき, 頭は, アゴをしっかりとひい

て頭頂部から入水するつもりでつつこむ○

(2) (c)と(d)を組みあわせて, プールの底を蹴って

｢プル→呼吸→つつこみ｣ のタイミングを学習す

る0

(e) つつこみ後のもぐりこみ (1) つつこみの推進力を利用してもぐりこむ0

(a)→(b)→(C)→(d)→(e)とつづけておこなう)
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到　　　　達　　　　度 教授一学習活動の留意点

ともに,腰でからだが｢への字｣になって折れ

るのではなく,手の先･頭-背中-おしり一足の

順でスムーズにもぐりこめる｡

●頭と手がしずんだあと,おしり一足先の順で水

面に出てからしずんでいくことができる｡

●スムーズなもぐりこみのためには,頭と手の操

作が重要であることがわかる｡

●｢足の先を見るように｣という教示は,頭と手を

下にむけることを習得させやすくすることがある

(｢おへそを見るように｣も同様)0

●腰でからだが｢-の字｣になって折れまがるだけ

で前方-もぐりこんでいかない者には,腰でまげ

るのではなく,手首と首を下に曲げることを強調

する｡

(1)手をかきはじめるタイミングが遅すぎないこと｡

(手が水面上に出てからでは遅すぎる｡浮上して

くる際の推進力を利用する)

(2)呼吸が確保しうるだけのプルができること｡

(水をプールの底へむけて押え,それから後方に

かきはじめる)

●このステップでは,まだキックは重視しなくとも

よい｡

●手のかきについては,呼吸が十分できるだけ頭が

水面から出ればよいのであって,プルの形態は特

に規定しないほうがよい｡ももまでしっかりかき

きることは注意する｡

(1)呼吸後,すぐにアゴがひけている｡

(2)手をつっこむ位置が,頭の横ではなく頭の前に

つっこめている｡

(3)リカバーの手･腕が水中を通過しない｡

■十分つっこめていない

●このつっこみは,次のもぐりこみをスムーズに行

なうためにきわめて重要な局面である｡つっこめ

ないことによって次のもぐりこみがスムーズにい

かないことを,あわせて理解させるとよい｡

●つっこみのない示演を教師が実施して見せること

が望ましい｡
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ステップ及び学習内容 教援- 学習蘭臥

S tep 6. 各運動系列の連続的結合 (1) グライ ドバタフライを連続的に (5 呼吸 10m

くらい実施し, S tep 3 の a M e について, 修正 ●

調整しながら練習する0
,

S tep 7. 25m 完泳 (1) S tep 4 までで学習した ことに注意して 25m

をゆっくりと泳ぎきる0

-壱弔 葺 き-● 〆 V

S tep 8. キックの結合 (1) 手をももまでかくと同時に, 両足をそろえて,

打ちおろすように強 くキック■し, 上体の水上への

とびだL を助ける (第 2 キック)■0

(2) 呼吸後の手の入水時に水面に出た足を打ちおろ

すようにキックする (第 1 キック)0

Step 9. 効率的な腕? かきの習得 (1) 手の入水後のかきはじめは平泳ぎのように外側

へ向けて水をかき, 次に手を内側転向けながらひ

じをまげて腹の下の水をかき, 再び外へかいてリ

カバーする0 手の先の軌跡は, ｢ S の字｣ を示す○

(2) (1)をもとにして, 各自もつとも効率的なプルを

研究する○

Step 10. 50m 以上完泳 (1) ゆっくりと大きなグライドをつくりながら 50m

以上の距離を泳ぐ0

4.班編成:任意に3人1組の小集団を編成

5.教授一学習プログラム:資料Ⅱ-1参照,この教授一学習プログラムはオリェソテーショソ

時に被験者全員に配布し,各ステップの学習内容や到達度について事前に把握させる

ことや学習終了後の復習のための学習資料としても活用された｡

6. ｢文章化｣課題の内容: ｢文章化｣の課題は,授業過程を通じて10回実施された｡それらの課

題の内容は以下のとおりである｡

A.学習者のバタフライについての事前的表象
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到 達 度 準授- 学習活動の留意点

(1) グライ ドをつくり, 呼吸を確保しながら, 5 呼 ●教師はここでは, グライ ドがつくれているかどう

汲 10m くらいつづける■ことができる0 か, プルのタイミング, 呼吸後のつつこみができ

ているかどうかについてフィー ドバックを与えて

やり, できない原因を各運動系列の相互関係にお

いて考え, どこをどうすればよいかを指示する0

(1) グライ ドをつくって25m 泳ぐことができる0 ●キックについてはまだ指導しない0 ■自然発生的に

生じるキツ■クを抑制する必要はない○

一
●この段階では, まだ正確な動作に習熟していない

■琶弓芦; 一弓 芦 戸一一 ため, 疲れて くるとグライドが消え体をそらせた

ままで泳ぐ者がいるが, ひとかきごとに, しっか

り頭と手をつつこんでもぐりこませ るようにす

る○

(1) バク足にならずに両足をそろえたキック (ドル ●第 1 キックは, 頭と手をつつこむことによって浮

■フィンキック, 丘sh tail) ができる0 びあがる足を水面に打ちおろすようにキックする

(2) 第 2 キックについては, タイミングがあってい のであって, グライドの随伴現象である0 第 1 キ

て, 体のとびだL を効果的に助けていること○ ツクだけをつつとみと切 り離して強調しすぎると,

グライドが消えてしまうことがある (つつこみが

なくなる) ので注意すること○

(1) 水をかく方向と, 後へ押しやる水の量が推進力 ●｢S 車型｣ プルを学習者におしつけるのではなく,

の大きさを規定していることがわかる0 20^ 25m ほど泳ぐ中で, 学習者自身が推進力の増

(2 ｢S 字塾｣ のプルができる0 .一 題 大と楽な泳ぎ方を実感しながら, 効率のよいプル

■として学びとつてゆくように指導すること0

(1) ターンで休息をとらず, グライドをつ くりなが ●教師が, 泳いでいる学習者の前方から声をかけ,

ら 50m 以上泳げる0 学習者の泳ぎを ｢ひっぼる｣ ことによって 50m と

いう目標を達成させてやる0

(但し, テストの際にはこれをしてはならない)

B.ドル平泳法の学習カード(資料Ⅲ-2)

C.ドル平泳法についての運動表象

D.バタフライ泳法についての運動表象

E.ドル平泳法におけるつまづきやすい点

F.バタフライ泳法におけるつまづきやすい点

G.水泳の初心者指導に関する作文

H.本授業の感想文
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資料1-1-2　教授一学習プログラムの時間配列

9:00　　　　　　　　10:00　　　　　　　　11:00　　　　　　　　12:00

30　　　　　60　　　　　90　　　　120　　　150　　　180

28 点 呼 泳力テストオリエン Step Step Step
ま
と
め日 準備運動 アンケート調査 ､7-ノヨン 1 2 3

整理運動

点　呼

;29 点 呼 導入 St Step Step Step ま 整理運動
■…日 準備運動

前時の反省
本時の課題
ep
1 3 a b 4 5 a)b と

め
点 呼

30 点 呼 導入
Step Step Step ま

と
め

整理運動

日 準備運動 4 5 (abcde 6 点 呼

1 点 呼 導 入
Step Step Step ま

と
め

整理運動

日 準備運動 5 (abcde) 6 ●7 8 ●9 点 呼

2 点 呼 導入
Step 泳 力 テス ト 整理運動

日 準備運動 10 終 末 テ ス ト 点 呼

資料Ⅱ-2　ドル平泳法の学習カード

水泳学習カード
月　　　　日　　　　時間目　　　　　　　　科

(　　)班　　氏名

香
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･技術面での反省･感想

グループとしての反省･感想

ドル平泳法の動作過程
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資料Ⅱ-3　グライドバタフライにおける動作結合の位相構造
(長谷川,綿引,川西1981)

資料ⅠⅠ卜4　ドル平泳法の運動要素とその系列
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資料ⅠⅠト5グライドバタフライ泳法の運動要素とその系列
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なお子どもに文章化させた内容は,授業観察者の報告とあわせて,本時の授業の診断

と評価ならびに次時の授業内容と方法を検討する際の資料としても活用された｡

7.分析の方法: 1)運動表象の分析方法一動作結合の位相構造に基づいて(資料Ⅲ-3はグラ

イドバタフライにおける動作結合の位相構造,17)ドル平泳法の動作系列を

9つの運動的要素(資料1-4)に,グライドバタフライ泳法の動作系列を14

の運動的要素(資料1-5)に分節化し,子どもの記述がどのような要素か

ら構成され,系列化されているかを分析した｡さらに文章化された運動表象

は,プ-この分煩にもとづいて, ①空間的特徴, ②時間的特徴, ③運動形態,

④スキルの法則性, ⑤力的特徴の5つの観点から質的な分析がなされた18)

それらの分析基準の詳細はそれぞれ資料Ⅲ-6および資料Ⅲ-7に示すとおり

である｡

2)感想文の分析方法一最後に実施した｢本授業の感想文｣については,その

記述がどのような内容から構成され,子どもたちが本実験授業においてとら

れた幾つかの教授行為(方法)をどのように受けとめたかを明らかにするた

めに,資料Ⅲ-8に示されるような観点から分析された(資料Ⅲ-8は, H.

Nの書いた作文を観点別に整理したものである)0
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-資料Ⅱ-6　文章化された運動表象の分析基準(ドル平泳法)

･時間に関する要因

a)本質的時間的要因(㊨)

-時間的要因の中でドル平泳法のポイントとなるもの

①　手の操作と頭の操作のタイミング

②　キックと浮き上りのタイミング

③　手の操作のタイミング

④　キックのタイミング

ら)時間的要因(T) -㊦以外のもの

C)時間的要因の誤り(TM)

.空間に関する要因

a)本質的空間的要因(⑨)

-空間的要因の中でドル平泳法のポイントなるもの

①　手の操作の方向
②　頭の操作の方向

b)空間的要因(S)-⑧以外のもの

①　キックの方向

②　沈み込みの方向

C)空間的要因の誤り

.力的要因

(F) ①息つぎについて(力強く,おもいきり,大きくなど)

②キックについて(強く,力を入れないでなど)

.ドル平泳法の法則性(L)

①　一定のリズムを保つ(′iッ-ボチャーソ-イチ,ニー,サーソ｣,ゆっくり,リズムよくなど)

.系列の断絶(G)

(具体例)

スタート 脱　力 手の操作 頭の操作 沈み込み

●プール
の底を
みる

●視線は
へそ

●水を下に押さ
えるように⑧

●ももまで⑨

45-ぐらいお
ろす⑨

●進まなくなっ
たころ㊦

●伸びきったと
ころ㊦

●止ったら㊦

●おもい
きり
(F)

●元気よ
く(ど)

●うつ伏
せの状
態

●頭を出
MRS

●ゆっくりと
(F)

●うしろに(S)

●キックすると
き㊦

●軽く水を押す
だけ(F)

●落ちついてか
ら㊦
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Ⅱ-7　文章化された運動表象の分析基準(グライドバタフライ泳法)

｡時間に関する要因

a)本質的時間的要因(㊨)-時間的要因の中でグライドバタフライ泳法のポイントとなるもの

①　もぐり込みの時の手と頭の操作のタイミング

②　切りかえしの時の手と頭の操作のタイミング

③　手のかきのタイミング

⑥　手のかきから呼吸のタイミング

⑤リカバーから突っ込みのタイミング

⑥　突っ込みの時の手と頭のタイミング

⑦　キックのタイミング

b)時間的要因(T) -㊦以外のもの

C)時間的要因の誤り

.空間に関する要因

a)本質的空間的要因(⑨)-空間的要因の中でグライドバタフライ泳法のポイントとなるもの

①　スタート後の手の操作の方向(方向が正しく明記されているか否か!)

②　スタート後の頭の操作の方向

③　切りかえしの時の手の操作の方向

④　切りかえしの時の頭の操作の方向

⑤　呼吸後の手の操作の方向

⑥　呼吸後の頭の操作の方向

ら)空間的要因(S) -⑨以外のもの(方向と伸幅)

具
体
例

①　腹の下までかくももまでかく

②　押さえるようにかく

③　水面を見あげるようにして浮びあがる

⑥　お-そを見るような感じでもぐり込む

C)空間的要因の誤り(SM)

●グライド十ミタフライ泳法の法則性(L)　全体的な流れについて,根本的なこと

具
体
例

①　手のかきは,水をかく方向と腹へ押しやる水の量によって推進

力の大きさを限定している｡

②　上体の水上-の飛び出しを助ける｡

③　グライドの随伴現象について

④　バタフライは足を,イチ,ニー,サーソとゆっくり水をたたくように行

い,それに手の動作を大きく用いて泳ぐ方向である｡

●そ些他の　form　に関する要因(Fm)

具
体
例

①　すべり込むようにもぐり込む

②　手先･頭-背中-おしり一足の順でもぐり込む

③　手先･頭-背中-おしり一足の順で浮き上がる

④　弓なりにそって浮び上がる

⑤　--トを措くような感じで水を押す, S塾を措くようにかく

⑥　水面をおおいかぶせるような感じで

⑦　水をキャッチするようにかく

●カ的要因(Fc) ●系列の断絶(G)

①　パッと勢いよく吐く

②　打ちおろすように強くける
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資料Ⅱ-8　感想文分析カード(H.N)

●三つの目標なんて言われても息つぎもできない私の目標にするにはあまりにも無理がありすぎ

て人ごとのように笑ってしまった｡ 1日からおどろいてしまう(バタフライということ)

�"25mを泳ぎきれなかったことはとても残念なことだったけどその後平泳ぎをしたところ息つぎと;

手のかきがスムーズにでき自分でもびっくりした｡

(あんなに嫌いだった水泳が,平泳ぎで泳ぐことの楽しさをはじめて知った)　　　　　　】

･なんのためにドル平泳法をやるのだろうかと不安に思いながら練習したことが,いろいろな泳ぎも
でも役立つことを他の人の泳ぎや,自分が泳いでみてわかりました｡　　　　　　　　　　　'

●身をもって体験したことによって,初心者指導方法を自分のものにできたように思う　　　　;

櫛
　
指
導
方
法
に
つ
い
て
の
記
述

教
え
あ
い
学
び
あ
い

●グループの人たちも息つぎにてこずっていたようだ｡

●グループ内での練習も日ごとにお互いに注意し合ったり,教えあったりすることができるよう

になった｡

●それぞれ各人が｢泳げるようになりたい｣という意気込みがみられてすごくうれしかった｡

(友だちができたのもグループ学習のおかげである)

文
章
化

･泳ぎの過程を文章化することによって小さなことに気づくことができていつでも頭の中で泳ぎ

を想像できるようになった｡
- ･一--､■-　---　　　-

●｢練習のやりすぎなんてない! ｣と先生から言われ,昨日の自分がはずかしかった｡

泳
法
に
つ
い
て

~
で
の
記
述
　
~

学
習
内
容
に
つ
い

1

2

---_._._　　___=_.. _.=_.-_.I I

●呼吸練習は息をすうのではなく息をはきだすのだとはじめて知った0

(これまで息つぎの指導をうけたことがない)

●ドル平泳法-呼吸の理論｢パッ｣は理解できるがなかなかむずかしい｡手のかきと呼吸のタイミ

ングがむずかしかった｡

●グライドバタフライ泳法

-ドル平の泳法も満足に泳げないまま～他の班の泳ぎをみているとだんだんあせってしまう

4日目からバタフライはあきらめて他の泳ぎをおしえてほしかった｡

S
^
E
S
組
閣

これまでの

水泳の授業

かこついて

′

　

　

　

　

　

ノ

ヽ

I

L

小学校--･プールがなく海で3日間1日2時間しか水泳がなかったo
一一一一一･ -J

中学校　　プールがない,近くの小学校のプールをかりたo

体育専門の教師ではなかった｡

高　校--全員,泳げるとみなされて指導されたので今さら｢息つぎ｣ができないとは

言えず毎週見学理由を考えてすごした｡

Ⅳ.実験授業の結果および考察

1.事前に実施されたアンケート調査の結果

実験授業を開始する前に被験者全員にアンケート調査(その主な中身は, ①子どもの実態, ②過

去に受けた水泳の授業に関して, ③バタフライについてである)を実施した｡

まず初めに被験者の実態であるが,調査結果は資料W-l-1から資料IT-1-7に示すとおりであ

る｡水泳の授業を｢好き｣と回答した者がわずか1名で, ｢嫌い｣と回答した者が約半数の16名にも

のぼる｡また水泳に対する得意･不得意の自己評価は,ほぼ全員の33名が｢いいえ｣と回答してい

る｡本実験授業は大学の水泳実習に合わせて実施されたが,実験者(-授業者)の担当したクラス

が泳力水準別の最も低いクラスであったためにこのような結果になったものと考えられる｡被験者
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の過去の泳力習得の過程で障害になっていたのは, ｢水に対する不安･恐れ｣ (19名), ｢息つぎ｣(28

名)が圧倒的な回答数を示している｡現在｢泳げる種目｣についても｢クロール｣ (20名), ｢平泳ぎ｣

(15名)がほとんどで,過去の水泳の授業の中ではそれ以外の近代泳法についてほとんどの者が十

分な指導を受けていない(実際の泳力については後に示す)0

次に,過去に受けてきた水泳の授業に関する被験者の感想を調査した結果が,資料w-i-sおよ
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資料17-1-8　水泳の授業でいやだった時　　　　(カッコ内の数字は回答数)

困

衣

他

資料17-1-9　水泳の授業の中で｢楽しさ｣を感じる時
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び資料W-l-9である｡水泳の授業で｢いやだった時｣の回答には, ｢～ができなかったとき｣あ

るいは｢つまづいたとき｣が57回答でこれに集中している｡続いて｢授業の内容について｣ (21回

答), ｢教師の授業のすすめ方について｣ (12回答)となっている｡逆に｢楽しさ｣を感じる時は, ｢～

ができるようになった｣が62回答で最も多く,次に授業における他者(友だちおよび教師)に関す

ることがらが42回答となっている｡これらの結果より明らかなように｢できる｣, ｢できない｣とい

った技能習熟の程度と子どもが授業をどのように受けとめたかということとの間には極めて深い関

連性がある｡とりわけ体育科教育における運動技術の学習ですべての子どもに｢できること｣を保

障することは, ｢運動嫌い｣や｢体育嫌い｣が叫ばれるなかで緊急かつ重大な課題であると言わな

ければならない｡また,運動技術の学習過程でそれと深く結びつけながら(単なる｢人間関係｣の

問題として処理されるべきではない),学習集団や集団的取り組みをどのように形成し発展させる

か,あるいは教師と子どもとの｢交通｣の関係をどのように組織するかという課題も今後さらに検

討されることの必要性を示すものとして理解されなければならないであろう｡

最後のバタフライについての調査結果は,資料･-1-10から資料17-1-12である｡バタフライ泳

法についてはほとんどの被験者が過去に授業で学習した経験をもたず,したがって泳ぐこともでき

ないが, ｢テレビ｣を中心にしてバタフライ泳法の存在については知っているようである｡しかし,

ここでは,学習者は本実験授業で初めてバタフライ泳法を学習するとみなすことができよう｡

2.泳カテストの結果

泳カテストは本実験授業の全体を通じて4回実施された　Pre-テスト,ドル平テスト　Post-チ

スト,転移テストである｡学習過程における子どもたちの泳力の変化は,資料17-2-1およびこれ

をグラフ化した資料jr-2-2に示すとおりである｡
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資料Ⅳ-2-1学習者の泳力の変化

汰

資料17-2-2　学習者の泳力の変化
(人)
20

15

10

5

-i㍉　--=L
0　　　　5

資料17-2-3　Preテスト

Rreテスト
ドル平テスト

Postテスト

10　　　15　　　20　　　　25 (m)

資料17-2-4　Preテスト

合　　計　27　100 13　　　13
10　15　　20　　25 (m)

1) Pre-テストの結果(資料F-2-.3,資料jy-2-4)

学習に入る前の泳力の水準を調査しておくためにPre-テストでは,種目を限定しないで自由な

泳法で泳がせた｡その結果クロールと平泳ぎで泳いだ者が各13名で,そのうちクロールで泳いだ者

の中で6名が呼吸を伴わない｢面かぶりクロール｣,平泳ぎで泳いだ者のうち10名が顔をあげた姿

勢での平泳ぎであった｡泳力ではグラフにみられるように10m以下の者が14名(51.9%), llm-

20mの者が8名(29.6%), 21m-25mの者が5名(18.1%)と分散しており,初心者クラスとは

いえ,泳力水準にはかなりの個人差がみられた｡このことは,後に3人1組の小集団を組織する際

にも``技術の傾斜''として現われることになる｡
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2)ドル平テスト(資料･-2-5,賓料W-2-6)

指導計画の中では初日から3日目の前半までを｢ドル平泳法｣の学習にあてているが,その終了

時点で泳カテストを実施した結果　15m-20mの者が18名(66.7%)であった｡資料では21m-

25mの者は0になっているが,実際には他クラスとのプール使用の関係で25mの縦のコースを使

用することができず,横のコース(18m)でテストを実施せざるをえなかった｡したがってドル平

テストの最高距離は18mということになる｡その場合,先の15m-20mの者18名は全員が, ｢ド

ル平泳法｣で向こうサイドまで泳ぎきることができた｡しかし9名(33.3%)の被験者が15m以

資料IV-2-5　ドル平テスト

泳

5m以内

b-lOm

ll-15m

16-20m

14.8

18　　　　　　66. 7

i 0 i

資料17-2-7　Postテスト

泳　　　　力　;人　　数　　　-o　!

5m以内

6-10m

11′蝣45m

16-20m

2l-25m

I

-~~~～叫書

0　!

22　　　　　81.5

資料17-2-9　Preテストと転移テストとの比較

Preテスト　11　転移テスト

人　数
泳　　力

% ii人　数i　%

5m以内i　4　… 14.8

6′､ 40m 1
0

ll-15m

16-20m　至　　5

0　1　0

ll.1　　　　　】 14.8

18.5　　　　　　　　11.1

2l-25m :　5　…　18.5　　19　　　70.4

資料Ⅳ-2-6　ドル平テスト　　　　,

10　15　　20　　25m

資料17-2-8　Postテスト

資料Ⅳ-2-10　Preテストと転移テストとの比較

閉
山
転
移
テ
ス
-

∩
∪
聖
↑
ス
-

10　15　　20　　25 in

preテストヒ転移テストとの比較
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下の泳力に留まっており,とくに呼吸と脱力の習得が十分でなかったという点で技術指導上の問題

が残された｡

3) Post-テスト(資料ir-2-7,資料BT-2-8)

Post-テストは,全授業過程の終了後にグライドバタフライ泳法で実施した｡ここでは20m-25m

の者が22名(うち21名は25m完泳)と著しく増加し　15m以下の者がわずかに5名(18.5%)と

なった｡

4)転移テスト(資料F-2-9,資料Ⅳ-2.-10)

最終回にPre-テストで泳いだ時と同じ泳法でテストを実施したところ,その結果において大き

な変化がみられた｡授業過程では, ｢ドル平泳法｣と｢グライドバタフライ泳法｣以外の近代泳法

については全く指導していない｡にもかかわらず　20m-25mの泳力に達した者が19名(全員が

完泳)に増加している｡この結果は,ここでは｢転移｣と呼んだが,まず第1に呼吸の重要性を強

調した教授一学習過程において,これまでのつまづきの最大の原因となっていた｢息つぎ｣の,し

かも手のかきとのコンビネーションによる｢息つぎ｣の問題が解消されたこと,第2に｢水に対す

を恐怖心｣がとり除かれ脱力して泳ぐことができるようになったということの2つが一定の好影響

る与えたものと予想される｡転移の起こる条件として, ｢一つの場面に対してだけでなく,他の場

面にも適用できる一般的知識･一般的原理を教えると,転移が起こりやすい｣19)と言われるが,こ

の点から言えば,本実験授業で立案された｢ドル平泳法｣を基礎泳法とする技術指導の系統は有効

なものであったと評価しうるであろう｡

3.運動表象連鎖図の分析結果

次に,子どもたちが技能的に習熟していく過程で,彼らの内面に形成される運動表象がどのよう

な変化を遂げたかについて分析してゆく｡子どもたちには学習過程で｢ドル平泳法｣の運動表象を

2回, ｢グライドバタフライ泳法｣のそれを3回文章化させたが,その際分析にあたっては,子ど

もによって文章化された運動表象はそれぞれ｢運動表象連鎖図｣として作成された｡資料の･-3-

1およびir-3-2はそれぞれ被験者H. T, KMとU.Uによって文章化された運動表象とその運

動表象連鎖図の例である｡また子どもに運動表象を文章化させる時に提示した課題は次の内容であ

った｡

｢バタフライを泳いでいる様子が,これを読んだ人に生き生きと伝わるように,バタフラ

イで泳いでいる過程(動作の流れ)をできるだけ詳しく文章にあらわしてください｡特に

重要な点(注意すべき点)については詳細に書いてください｣ (バタフライの場合)

1) ｢ドル平泳法｣の運動表象連鎖図の分析結果

まず初めに運動的要素の量的変化に関する分析結果であるが,これは資料F-3-1に示すとおり

分節化された運動的要素のなかで, ｢沈み込み｣のあとの｢脱力｣の要素を記述している者が1回

目4名, 2回目5名と極めて少なく,同様に｢キック｣のあとの｢浮き上がり｣も1回目, 2回目
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ともに8名と少ない値に留まっている｡これら2つの要素は｢ドル平泳法｣における｢イチ･ニイ

･サーソ･``パッ''･ポチャン｣というリズムの中で重要なポイントをなすものであり,先のドル平

テストの結果にみられた泳力の伸び悩みはこのことが原因となっているようである｡後にみる｢ド

ル平泳法のつまづきやすい点｣の記述の分析結果でも,このことを示している｡また｢息つぎ｣の

前の｢頭の操作｣は2回目では, 17名の者にしか記述されていないが,水中での十分な呼吸を保障

するためには手で水を押さえると同時に顎を前に突き出す操作が習得される必要がある｡その点で

この結果も見逃すことはできない｡

次に,運動表象の質的変化に関する分析結果をみると,資料のF-3-2およびF-3-3の①～⑦

のとおりである｡全体的に言えることは,本実験授業以前はその名称すら知らなかったドル平泳法

について,初日が終了した段階(1回目の記述)では,量的にも質的にも豊かな運動表象が形成さ

れているということである｡とりわけ動作の要素数の増加は著しい｡また本質的時間的要因,本質

的空間的要因･力的要因･ドル平泳法の法則性といった各要因でわずかに高い値を示しているもの

の1回目と2回目との比較においては大きな差は兄い出せない｡さらに要素間の系列の断絶,時間

的要因の誤り,空間的要因の誤りがほとんど皆無であることは注目される｡

2) ｢グライドバタフライ泳法｣の運動表象連鎖図の分析結果

資料の17-3-4が運動的要素の量的変化に関する分析結果である｡ 1回目と比較すると14に分節

化された運動的要素はすべて著しく増加している｡ 2回目と3回目とでは大きな変化はみられない

ちのの, ｢浮き上り｣と｢足のけり｣に関する記述は相対的に低い数値に留まっている｡ ｢沈み込み｣

のあと｢息つぎ｣を確保するための｢手のかき｣が開始される前には, ｢浮き上り｣という時間的

な間隔をおく必要がある｡初心者の場合, ｢息つぎ｣ -と動作局面を移していく時に,十分に｢浮

き上り｣のための時間的間隔をとらないで,水中に深く沈んでいる段階で｢手のかき｣と｢足のけ

り｣によって呼吸しようとするために,その結果として疲労してしまい長い距離を続けて泳ぐこと

ができないことが多いのである｡また｢足のけり｣については,本実験授業における技術指導の系

統のなかではほとんど被験者には指導されていない｡これは学習内容をもっぱら｢呼吸と腕の協応

動作｣に集中し,そこに被験者の意識焦点を方向づけたいと考えたからであり,その結果がこのよ

うな数値に表われたものと考えられる｡水泳の初心者指導において｢足のけり｣はあくまでも副次

的なものであって,決して主導的なものではないと考える｡

また,運動表象の質的変化に関しては,資料JT-3-5および･-3-6の①～⑦に示すような結果

であった｡ ｢ドル平泳法｣の場合と同じようにやはり量的にも質的にも豊かな運動表象が形成され

ていると言える｡ ｢グライドバタフライ泳法｣の位相構造において決定的に重要と思われる本質的

時間的要因および本質的空間的要因さらに力的要因が2回目に著しく増加している｡とくに力的要

因は,文章化の回を重ねるごとに増加しているが,これは先q)ドル平泳法の場合も含めて,学習

が進行し動作が反復されていくなかで,筋の興奮と弛緩の状態が実感として把握されたものと考え

られる｡
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資料Ⅳ-3-1

学習者により文章化された運動表象とその運動表象連鎖図の一例(ドル平泳法)

(H.Tの場合)

1 ｢手足をのばして水面に浮き,その型で進めるまで進行して水面から顔を出して,パッと息をはいて,そ

れと同時に,手で水を押すようにおろす｡そして,ポッチャンと頭から水面に入ってゆく,そのとき,深

く沈むので浮いてくるまで待って,足を,イ-チ,ニー,サーソとゆっくりとけって浮く｡あとはそのく

りかえLで,頭が水面からでないように注意することとなるべく,ゆっくりとリズムをきざんで泳ぐ｡｣

↓

2 ｢かべをけって,はんどうをつけて,手足をのはし,体の力をぬいて,そのままの型で進めるところまで

進行し,進めるところまできたら顔を水面から出して,パッと息を吐く｡そして,それと同時に水を押す

ような形で進行するように手を動かして,また,水面に頭をつっこんで,ゆっくりと今度は足を動かす｡

その時,足は,進行するためではなく浮くために,イチ,ニー,サーンと動かす｡なるべくこの動作をゆ

っくりとやる｡｣

(K.Mの場合)

1 ｢まず,体を水の中につけ(肩も水中)両手を前方に伸ばし,泳ぎ始めは,空気をいっぱい吸って,足で壁

をできるだけ強くけって,顔は水中につけて,あごを引く｡体を伸ばして,進めるだけ進み,とまりかけ

たところで顔をあげ｢パッ｣とおもいきり息を吐く,その間,両手は体を沈ませないように,やや下の方

に押して,息をまた吸って顔を水中につけ,あごを引く,そして手も前方にのばし,からだ全体をきれい

に伸ばして,少し落ち着いてからゆっくりと｢イチ,ニー,サ-/｣とバク足をする.その反動で進んで

いる体がまた,止まりかけたとき,始めと同じように顔をあげ,おもいきり息を｢ノミッ｣として吐く｡こ

の動作の繰り返し｡｣

↓

2 ｢両手を伸ばし,息を大きくすって,あごを引き,まずは体を全体的に水につけてから,おもいきり壁を

けり,体全体の力を抜き,進むだけ進み(息の続くかぎり)からだは伸びきったまま,ちょうどいい時に

両手を--トを書くように押さえて｢ノミッ｣の息つぎを元気よくする.そして,体の力を抜いて｢ボチャ

ン｣と水に体をまかせて,ゆっくりとリズムをとりながら｢イチ,ニー,サーソ｣と足の甲を上手に利用

して進み,また,息の続くかぎり(力を抜いて)体を伸びきって,パッと元気よく息つぎをする｡｣

資料Ⅳ-3-2

学習者により,文章化された運動表象と,その運動表象連鎖図の一例くグライドバタフライ泳法)

(U.Uの場合)

1 ｢両手,両足浮く姿勢で伸びきって,頭から水中にもぐりこむような感じで,手を後ろから前にもってく

る｡その時は,水をかくような感じで次は,足で水をけるような感じでける｡

↓
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2 ｢プールの壁をけって,推進力をつけて,アゴをひいて頭と手の先を下-向けて(この時,身体は脱力の

状態で目は足の先を見るように)手の先･頭-背中-おしり一足の順で重心を前方に移動させて水中にす

べり込むようにもぐり,もぐり込んだならば足先が沈むころ頚と下へ向けていた手の先を上へむけて水面

に浮び上ってきて(身体は弓なりにそって手先が水面に出てゆくのが見えるように手の先が水面から出る

直前に手で--トを措くようなかんじで水を押す｡と同時に,口が水面から出た瞬間にすばやく肺の中に

ためておいた空気を勢いよく吐き出して, (呼吸後すぐアゴがひけているか) --トを描くような感じで

水を押していた途中の腕を今度は,回旋するときのようにして水面の上を通過させて,頭の前方にもって

いき,足のひらを使って軽く3回うつ｡｣

↓

3 ｢プールの壁をけって,推進力をつけて目は足の先か,お-そを見るようにしてアゴを引いて重心を前に

移動させるために手の先を両手そろえて下の方へ向けて頭頂部からおもいきり水の中-手の先と同時に突

っ込み,あまり深くもぐりすぎずに足先が沈むころ,今度は手の先を上に向けて頭をおこし身体をうんと

弓なりにそって浮上していき,手の先が水面から出る直前に手で水を押した勢いで息を吐き胸の辺りまで

上がってきて水面をおおいかぶせるような感じで腕を演の前方にもってきたら,また,アゴを引いて頭頂

部から手の先も同時に下に向けて突っ込んで,浮き上ってくる両足をそろえて水面に2回はずみをつける

ような感じで水面に打ちおろすようにキックして, 3回目は強くキックする｡その後,身の力をぬいて平

浮きの状態になる｡｣

資料17-3-3ドル平泳法の運動表象における各運動的要素の記述数

分節化された
運動的要素 スター ト 脱 力 手の操作 藻の操作 息つぎ 沈み込み 脱 力 キ ック 浮き上 り

1 回 目 23 13 24 20 27 18 4 24 8

2 回 目 27 19 25 17 27 19 27 8

資料17-3-4　ドル平泳法の運動表象連鎖図の分析結果
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1.0 ⑦ドル平泳法の法則性

iiZ

1　　　　　2

資料17-3-6　グライドバタフライ泳法の運動表象における各運動的要素の記述数

資料Ⅳ-3-7　グライドバタフライ泳法の運動表象連鎖図の分析結果

資料Ⅳ-3-8　グライド･バタフライ泳法

(実数)

0.5

2　　　　3 (回数)

②系列の断絶

＼　＼
3 (回数)
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3 (回数)

3 (回数)
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4. ｢つまづきやすい点｣に関する記述の分析結果

｢ドル平泳法｣および｢グライドバタフライ泳法｣のそれぞれの学習が終了した時点で,被験者

自身があるいは初心者がそれらを学習していく上で｢つまづきやすい点｣を可能な限り列挙させて

みた｡分析に際しては, ｢つまづきやすい点｣に関する被験者の記述をそれぞれの泳法の分節化さ

れた運動的要素の系列の中に対応させていった.分析結果は資料のⅣ-4-1およびtf-4-2に示す

とおりである｡

ここで特徴的なことは,子どもたちのつまづきやすい点として｢正確な息つぎ｣を挙げている者

が, ｢ドル平泳法｣20名, ｢グライド･バタフライ泳法｣ 15名と最も多く,事前のアンケート調査の

結果と一致していることである｡水泳の初心者指導において｢呼吸｣の問題を解消してやることが

最も重要であることが,この結果からもうかがえる｡さらに注目すべき点は,分節化された運動的

要素の個々の操作の｢正確性｣を挙げる者が多く, ｢ドル平泳法｣に関する全記述のうち52.5%,

｢グライドバタフライ泳法｣に関する全記述のうち58.2%　もの高い割合を占めている.これに対

して各要素的操作の相互の時間的な関連性つまりタイミングやリズムを挙げる者は極めて少数で,

｢ドル平泳法｣および, ｢グライドバタフライ泳法｣のそれぞれ　31.7%, 18.7%　の割合を占める
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資料Ⅳ-4-1ドル平泳法のつまずきやすい点

ス　タ　ー　ト

脱　　　　力

手　の　操　作

頭　の　操　作

息　つ　ぎ

一一一一ト

(カッコ内は記述された回数を示す)

正確な手の操作(手のかき)(H)
(水を下に押えるようにできない)

手と頭(顔)を上げるタイミング(3)

息つぎ(呼吸)と手の操作(手のかき)のタイミン列5)

一一ト正確な頭の操作(3)

(下の方を見るように水と平行にできない)

息つぎ(呼吸)と手の操作(手のかき)､頭の
操作とのタイミング(1)

---ト正確な息つぎ(20)

("パッ〟と口を大きく開け､力強くできない)

fttKSH　切

脱　　　　力

キ　　ッ　ク

息つぎのタ十ミング(7)

一一一一ト脱力できない(6)

(首に力がはいる)

---ト正確なキック(摘
(足の甲で水を押えるようにできない)

浮き上がり

そ　の　他

キックのリズム(4)

キックの強さ(1)

キックのタイミング(3)

･全体のリズムがとれない(9)

･水中で息をとめられない(1)

･まっすぐ進まない(体の安定性)(2)

･前に進まない(3)

･アゴをひいて泳ぐことを忘れる(2)

･目を閉じてしまう(1)

程度である｡これらの結果は被験者の学習過程における注意集中が個々の要素的諸操作に向けられ

てはいるが,それら要素的諸操作が一連の時系列のなかで把握されていなかったのではないかとい

う疑問を抱かせる｡もしそうであるとすれば,これらの結果は教師の指導内容ならびに指導方法上
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資料17-4-2　グライ

ス　タ　ート

手　の　操　作

ド･バタフライ泳法のつまずきやすい点

(カッコ内は記述された回数を示す)

-一一トもぐり込みの正確な手の操作(3)
(手の先を下に向けられない)

頭　の　操　作

も　ぐ　り込み

手　の　操　作

---トもぐり込みの正確な頭の操作(7)

(アゴをひいて､頭を下に向けられない)

一一一一トもぐり込みができない(2)

頭　の　操　作

浮き上がり

手　の　か　き

-…_■浮き上がりの正確な手の操作(5)
(手の先を上に向けられない)

…_-ト浮き上がりの正確な頭の操作(4)

--｢ト浮き上がりができない(4)

■正確な手のかき(8)
(水を押えるようにできない)

足　の　け　り

息　つ　ぎ

腕のかえし

足　の　け　り

手　の　操　作

頭　の　操　作

手のかきのタイミング(2)

正確な足のけり(7)

(足の甲で水を押えるようにできない)

手のかきと息つぎのタイミング(5)

正確な息つぎ個

("パッ〟と口を大きく開け､力強くできない)
息つぎのタイミング(3)

_　　　息つぎ後のもぐり込みの正確な手の操作(2)
(手の先を下に向けられない)

息つぎ後のもぐり込みの正確な頭の操作(2)
(アゴをひいて頭を下に向けられない)

そ　の　他

s.

V.童

全体のリズムがとれない(7)

持久力がない(4)

前に進まない(8)

体のバランスがとれない(2)
フォームがバラバラになる)

の｢つまづき｣をも示すものとして理解される必要があろう｡例えば,水泳における動作の中核と

も言える｢呼吸と手のかきのコンビネーション｣が十分に子どもたちに指導されていないことが,

先の泳カテストの結果にもまた形成された運動表象にも実に明瞭に示されているのである｡
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資料Ⅳ -5-1

水泳の初心者指導に関する研究( Ⅰ )

初心者指導法 (呼吸法)についての記述の分類

1 0 15 20 人)

(I)' 讐 警 詰 た V//////777777A gォ

(2) 誓 た)

(3)無 記 避 (0)

5.感想文の分析

｢本授業の感想文｣は,今回の実

験授業を通じて実験者(-授業者)

の用いた指導内容および方法につい

て,被験者(-学習者)がこれをど

のように受けとめたかということを

追求するために,個々の事例を分析

し考察した｡

1)技術指導の系統についての感

想

対象として初心者を念頭に置いて立案された本実験授業の技術指導の系統は,それが被験者から

みると,過去に全く学習したことがないという意味での新奇性と,事前に学習目標として被験者に

は技能に習熟し技術的に認識を深めるばかりでなく, ``水泳の初心者指導法そのものも学びと･るこ

と''が提示されていたことによって,その内容に関して被験者の学習興味を集めていた｡資料Ⅳ-

5-1およびN-5-2がその結果であるが,被験者全員がこの技術指導の系統に対してその有効性

を積極的に評価している.とくに｢ドル平泳法｣か羊おける｢呼吸法｣の指導という点に評価が集中

していた｡ ｢初心者指導は,まずなんと言っても呼吸が大事であること｣ (A.H), ｢泳ぎで共通す

るものは,息つぎである｣ (K.A), ｢今になってドル平泳法やバタフライが,初心者にとって呼吸

法を理解する上で重要であることがわかった｣ (H. O), ｢ドル平泳法は,呼吸と手のかきの協調性

を練習することであって,砂山者が水泳をならうための必要な技術方法である｣ (M.M),さらに,

｢身をもって知ることによって,目標である初心者指導を自分のものにすることができた｣ (H.N)

ことによって,自分が教師になった時の水泳の学習指導に意欲と自信を深めたことを示す感想が幾

つかみられた｡ ｢私が就職して,子どもたちに水泳を教える機会があったならば自信をもって指導

できる　｣ (S.K), ｢これから先,私が小学生を指導するようなことがあったら,最初から積み

重ねて教えてあげたい｣ (A.O)など｡しかし, ｢ドル平泳法｣から｢バタフライ泳法｣ -と系統

化していくことが,被験者の意識にどのように映ったかについては,感想文のなかからはみること

ができなかった｡

2) ｢トリオ学習｣での相互観察･相互比較についての感想

教授一学習活動を展開していく上で,任意に3人1組の小集団を組織した｡その中で被験者には,

相互観察･相互比較を積極的にすることを指導したのであるが,これに関して感想文では,資料

rr-5-3の結果のとおり,子ども間相互の教え合い･学び合いが技能習熟や技術認識に｢効果的で

あった｣と評価する者が15名であった｡感想文の全体の内容は資料17-5-4であるが,例えばA.

Hの場合(資料y-5-5),実験者(-授業者)が｢トリオ学習｣において意図したことがストレ

ートに記述されている｡しかし,その上とよりもここではむしろグループでの教え合い･伝え合い
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資料17 -5-2

初
心
者
指
導
法
を
理
解
し
た
　
(
息
つ
ぎ
の
重
要
性
)

泳げない人には泳げない人なりの指導がいかに大切か先生の指導をうけていくうちにつくづく

感じさせられた(M.E)

なぜドル平泳法で指導するのか? --ドル平泳法は呼吸と手のかきの協調性を練習することで

あって初心者が水泳を習うための必要な技術方法である(M.M)

中･高であったバタ足のようなものとは違い,ドル平泳法という聞いたことのないような泳ぎ

で,本当に基礎になる呼吸方法とか,経験した事がないようなものばかり学んだ(S.Y)

身をもって知ることによって,目標である初心者指導法を自分のものにすることができたと

思う　H.N

-しかし,今になってドル平泳法やバタフライが初心者にとって,呼吸法を理解するうえで重
~　　　　　　　　　　　　　　　_-　　　　　　　　　　　　　___　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　___　_　-　　　　_-　-___　　　　　　　　　　_　　　_　　　　-　-　T~

要であることがわかっ串(H.0)
初心者指導はまずなんといっても呼吸が大事であること--呼吸さえしっかりできていれば-

-(A.H)

-とくに,息つぎが重要であることがわかった｡ (E.M)

泳ぎで共通するものは,息つぎである--息つぎの方法を忘れないようにしたい--泳げない

人は息つぎができない(K.A)

バ･5フライなんてと最初思ったが呼吸法も,辛,足のかき方など基礎的な動きをマスターし,

それが他の泳ぎにどんなに影響を及ぼすか最後の泳カテストでわかった｡ (R.0)

ドル平泳法呼吸｢′くッ｣の息つぎがきちんとタイミングよくできると何mでも泳いでも苦しく

ない｡ --息つぎは水泳の基本であることがわかった｡

息つぎは,一度に｢パッ｣と吐き出すことによって,自然に(空気が)肺にはいってくること

を知った｡ R.N)

もし私が就職して,子どもたちに水泳を教える機会があったならば自信をもって指導できるし

私もいっしょに学べそうだ(S.K)

--考えてみると私が泳げない一番の理由は,呼吸ができないことであった--初心者に指導

する方法を学べたことが一番うれしかった(N.H)

今まで水の中で息を吐いていた自分を考えてみると,息を吐いてない人と比べると,だいぶ沈

んでいたことになるし9　*--息つぎの方法がわかった(U.U)

呼吸･･-･今までやって苦しかった呼吸がウソみたいに楽になったことがいちばんうれしかった
I       ~~ I                                                         I    I                       I                                                         __ __

ことである｡初心者指導の方法など実際に体で体験できた(H.E)

呼吸の｢パッ｣もうまくいきとてもスムーズに泳げました｡　呼吸法を理解できた(H.T)

呼吸--初めて｢呼吸ってこうするのか｣とわかった｡これから先,私が小学生を指導するよ

うなことがあったら最初から積み重ねて教えてあげたい(A.O･)

泳ぐときとても重要である呼吸法をマスターできたこともとてもよかったと思う,ドル平泳法

という初心者のための泳法でマイペースで楽しくやっていけた(M.H)
(変な泳ぎ方だったが)

資料17 -5-3
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資料Ⅳ -5-4

グ
ル
ー
プ
で
の
教
え
あ
い
学
び
あ
い
に
よ
る
効
果
が
あ
っ
た

(7)

(8)

(9)

uO)

互いに墾塞主｢ここはこうやるともっとうまくできるんじゃない｣などと相手に言ってあげる

ことで自分自身にもプラスになってとても身につく学習ができたと思う｡ (K.H)

心からうれしかったのは班をつくり,その班どおしの仲間のいろいろなことを批判し合い｢こ
-

うしたはうがいいよ｣とか｢それはおかしいとか人を観察する方法が学べたし,また,話し合っ
▲二_

たことで班の親睦を深めることができた(S.Y)

なかなかできなかったけどみんなに教えてもらいながらがんばった｡ (M.廿)

グループ内での練習も'日ごとにお互いに注意し合ったり,教え合ったりできるようになった｡

各人が｢泳げるようになりたい｣という意気込みがみられてすごくうれしかった.ー友だちができ

塾生もグループ学習のおかげである(H.N)

1人で勝手に泳いでいるとどこが悪いのか絶対にわかるはずがないし,適当にやってしまう｡

でも, 3人グループだと泳いでいる人は悪い点を教えられるし,見てあげる人も泳いでいる2人
~　　　　~~-~~~　　　-　　　　　~~　~~　　　　　　　~　~　~~~~　~　~~　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　__　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--__　_

の違う点を発見でき悪い点を確認できる｡見ている(観察する)だけでも勉強になる(A.H)

友だちに相談したところ｢水中での手の押しが弱いからなのでは?｣と言われたのでそこを重

点的に練習した｡みんなが一生懸命がんばっているのをみて自分も死ぬ気になってやってみよう

と思った(A.N)

グループでできない人に教えてあげた｡グループで協力し合う大切さ･･･-･これはとてもよい指

導法の1つだと思う(R.N)

グループで教え合うことはとても大切である｡他の人の泳ぎをみていろいろ参考になった｡

琴極性もでてきたし友だちもできも(K.A)

当然'ひとり残されました｡でも,みんなやさしくいろいろ教えてくれた｡その結果,け

のびをしてからの｢ノミッ｣がうまくできた(K.Y)

お互い自分の泳ぎを見せ合い,悪いところを指摘し合うと,ひとりで泳ぐよりも何倍もの効果

があった｡息つぎについての友だちの助言｢口を開くのはいいけど開いて吐くタイミングが早す

ぎる｣-そこに気をつけてやってみたらうまく呼吸することができた(R.0)

みんなグループでお互いに注意し合ったりはげまし合って泳いでいた｡友だちの輪が広がった

(K.M)

私はいつも自分に自信がないから友だちがやっても何も言えない｡先生がやったものとどこか

違うのに言葉にあらわせない｡でも宿題のレポートのおかげで※友だちの欠点を話せるようになっ

窒(S.K)
グループで交代で悪いところを注意し合って何回も練習していくうちに,なんとか形になって

- ~~                         I                                                                                              _■ _■

泳げるようになった｡注意してもらってそれを素直になおして,また他の人の泳ぎを見ていて思

ったことを何でも言うといった積極的なところがないといけないと思った(Y.U)

グループの友だちに何度も見てもらって悪いところを指摘してもらい,少しはよくなったと思

う｡グループごとの練習は私にとってとても役立った(M.H)

自分の泳いでいる姿というものは,よくわからないが友だちからいろいろと指摘されると自

分で気をつけていない点などがだいたいわかってきた｡グループでのお互いの協力が本当に効果

堕だなあと思った｡ (H.I)

か
な
か
っ
た

あ
ま
り
う
ま
く
い

I
H
H
"
l
n
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
H
u

1
　
　
　
　
2

n

u

J

川 3人グループで注意し合い,教えあいながらの練習でも私は教えてもらう一方でそれでもなか
_■     I

なか悪いところが直らず焦りを感じた(N.H)

3人グループの中で教え合っていてもまだ, 3人とも本当の形とか動きとかがわからなくて,

はっきりとどうしたらいいとは言い切れない状態でしたが研究生からのアドバイスはほんとうに

"ああそうすればいいのか''と思い,泳ぐうえでとても勉強になりました｡ (H.刀
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資料17 -5-5

例(A.H)(5)の場合

1人で勝手に泳いでいるとどこが悪いのか絶対にわかるはずがないし適当にやってしまう｡
ミ≡           ≡                   ≡≡         ≡

でも3人グループだと泳いでいる人は悪い点を教えてもらえるし,見てあげる人も泳いでいる人の違

う点を発見でき悪い点を確認できる｡見ている(観察する)だけでも勉強になる｡

が｢うまくいかなかった｣と記述している者(2名)の感想文に注目する必要があろう｡ N.Hは

｢3人グループで注意し合い,教え合いながらの練習でも,私は教えてもらう一方でそれでもなか

なか悪いところが直らず焦りを感じた｣,またH.Tは｢3人グループの中で教え合っていても,

まだ3人とも本当の形とか動きとかがわからなくて,はっきりどうしたらいいとは言い切れない状

態でしたが,研究生からのアドバイスはほんとうに``ああそうすればいいのか''と思い,泳ぐ上で

とても勉強になりました｣と感想を述べている｡出原氏が先に挙げた論文のなかで｢一定の習熟の

レベル(できる)があって,はじめて自分と他人との相違に気がつき,技術分析が可能になる(め

かる)のである｡ -･･･友だちのどこをどう見るか,どうアドバイスするかは自分の習熟のレベルで

決定される｣と捉え, ｢子どもは『できる』ことをベースにした『わかる』ことを通して他人と結

びつくのであり,このような技術認識の交流を組織することが体育の学習集団の指導の中心課題と

なる｣20)と述べていた｡本実験授業の場合,水泳の初心者に｢トリオ学習｣を組織したのであった

が,そこでの子ども間の相互観察･相互比較を有効なものとして促進するた釧こは,さらにいくつ

かの｢見える｣手だてを講ずる必要があるようである｡とりわけ3人1組の小集団は　Pre-テスト

の結果,被験者である子どもたちの間の泳力水準に相当程度の個人差が認められたので,必然的に

小集団の中に``できる-できない'', ``ゎかる-わからない''の｢技術の債斜｣が生まれると判断し
�"�"�"�"�"�"�"�"

たために,任意に組織された｡しかし, H.Tの感想文より明らかなように,これは意図的･計画
●

的に組織すべきであった21)

3) ｢文章化｣を組織したことについての感想

被験者には学習過程で, ｢技能習熟と技術認識の統一的形成｣,とくに運動表象の言語的定式化を

目指して, ｢文章化｣という｢コトバを用いた活動｣が組織された｡運動技術の学習において｢文

章化｣という｢コトバを用いた活動｣を組織することの効果に対する被験者の受けとめ方は,資料

y-5-6のとおりである｡具体的な記述の内容は資料Ⅳ-5-7に示してある｡ ｢文章化｣すること

による効果を認めている者は10名で,全　資料Ⅳ-5-6

体としては決して高い割合とは言えない｡

H.Tの｢水泳の実習でもプリントに書

き込むのかとおどろいてしまった｣とい

う意見や,資料Jf-5-8に示すM.0の

感想に代表されるように,ほとんどの者

がはじめは驚きや違和感を持ち, ｢苦手

文章化の組織についての記述の分類

10 人)
1)書くことによる効
果があった

2)めんどくさかつた
いやだった

3)無 記 述

差≧毛髪劣 ラ第第プラ之詔(10)

｣ # �":& �"](A ¥

一●

0 8
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の作文｣ (N.H) ｢あの嫌な手作業｣ (N.T)として受けとめていた｡しかし被験者の感想文に丹

念に目を通せば,運動技術の学習に対する｢文章化｣という｢コトバを用いた活動｣の有する効果

がみえてくる｡例えば｢頭の中には動作過程が鮮明に浮かび上がった｣ (S.Y), ｢『もしかしたら,

資料17-5-7

文
章
化
に
よ
る
効
果
が
あ
っ
た

その日,理解できたバタフライの過程を書きとめる作業は,素直に受けとめることができ｢も

しかしたら,ここをこうすればもっとうまくなるのではないか｣などと考えることができた｡

(K.M)

毎日のように同じ事を書かされて本当に大丈夫かなと思いつつ9　　なかなか書くことはむず

かしかった｡その成果は,頭の中には動作過程が鮮明に浮かび上がったのはよかったのですが,

それをよくからだまで伝える事ができなかったので自分自身もうすこし考える時間がほしかっ

た　S.Y)

手作業,特に｢バタフライについて知っていることを書きなさい｣と言われたときは大変嫌で

した｡今思えばあの嫌な手作業があったからこそ頭の中で考えることができ,少しでもやりやす
_  _                                                                                                       I ~~~~ ~~

いように指導されたんだなあと思った(N.T)

泳ぎの過程を文章化することによって小さなことに気づくことができいつでも頭の中で泳ぎを
_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-~　　　　　　　　　　　　　~　　~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~　~　　　　　　　　　　-~　　　　　　-~~

想像できるようになった(H.N)

最初から｢バタフライの泳ぎ方の過程を書きなさい｣と言われても何も理解していないうちか
l

らそんなことを書かせるのが不思議であった｡　やはり,水中での実施も重要であるが重宝皇

れを理解し,それを文章としてあらわし認識を深めることも一つの水泳の教え方だと思った｡

(自分の欠点を知る)｡ (M.O)

毎日,その日の個人の反省,グループの反省,泳法の過程を書いた｡やったことに対して反省

し,考えるということは次にどうしたらいいか,ここがいけないのでこうしたらいいんだとわか
■                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     ■

るし,自分で悪いところをなおしていく努力をするので少しでも　25m　を泳ぐきっかけになった

と思う　(A.H)

初心者は何も経験がないということで何も知らないし,頭で考えて, "わかる''という部分と

からだで``わかる''という部分の差がでてくる｡ (ドル平泳法,グライドバタフライ泳法の動作

過程を正確に記述) -このわかるという差がからだを動かすことでちぢまってくるような気がす

る　R.N

今まで泳ぐ過程を文章で表現したことは,一度もなかった｡書くなかで自分の注意すべき点な

どにも気がつき,次の日の練習のためにもなったと思う｡レポートのおかげで友だちの欠点をは
-　　　　　~　　　　　~　　　　　　　　　　　　　　　　-~　　　　　　　~　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~　　~　　　　~　　　~　~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　~　　　　　~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　~　　　　　　　　-　-~　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~　　　　~　---　　~　~　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~~　　　　　~　　　　~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~　　　　　　　　　　　-　~　　　~~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~　　　-　　　~

なせるようかちなヱ養(S.K)

先生が口だけでバタフライのやり方を説明するといっても馬耳東風だと思うので,実際,旦盆

で考えて行動するという点では,毎日用紙にバタフライの動作過程を書く｡そしてプログラムに
-              I                                    _

目をとおすという点では,日ごとに理解が深まっていったような気がしとてもよい効果があった

と思う　(M.T)

毎日,プリントに自分のわかっている限りの泳ぎの方法などについて書いたわけだが, 1日の

復習をするうえでもよい方法だと思った｡いろいろ書いているうちに自分のわからないところを
∫

見つけることができ,また解決することができた(A.0)
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水泳の練習でもプリントに書き込むのかとおどろいてしまった　H.T

毎日,レポートの提出で水泳だけでも苦手なのに苦手の作文が加わり苦しさは倍増した｡なん

となく頭にうかんでくるもののどのように表現していいのかわからず書くことはむずかしかっ

た(N.H)

ドル平泳法,グライドバタフライ泳法の動作過程を4回書かされた(U.K)

ただ1つだけイヤなのが水泳が終わたあとレポートを書かなければならなかったことであるo

(M.H)
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資料Ⅳ -5-8

例　M.0の場合

最初から｢バタフライの泳ぎ方の過程を書きなさい!｣と言われても何も理解していないうちから

そんなこと_を章かやるのが不思議であヮた｡
～やはり,水中での実施も重要であるが,頭でそれを理解し,それを文章としてあらわし,認識を深

塾をこともつの水泳の教え方だと思った｡ (自分の欠点を知る)

ここをこうすればもっとうまくなるのではないか』など考えることができた｣ (K.M), ｢書くなか

で自分の注意すべき点などにも気がつき,次の日の練習のためにもなったと思う｡レポートのおか

げで友だちの欠点をはなせるようになった｣ (S.K), ｢実際･自分で考えて行動するという点では,

毎日,用紙にバタフライの動作過程を書く,そしてプログラムに目をとおすという点では,日ごと

に理解が深まっていったような気がしてとてもよい効果があった｣ (H.T)などである｡これらは,

そのグループでの相互観察･相互比較と関連して, ｢文章化｣することによって,技術認識を深化

させることができ,そのことで子ども間相互の教え合い･伝え合う関係を促進することができたと

理解することができる｡しかしながら,運動技術の学習過程において｢文章化｣という｢コトバを

用いた活動｣を組織することの技術的な問題に関しては,今後さらに検討を要する課題である｡

6.全体を通じての総合的な考察

これまで各分析項目にしたがって個別的に分析し,考察してきたが,ここでは被験者の泳力と運

動表象の関係,換言すれば｢できる｣ことと｢わかる｣ことの関係について考察してゆく｡

被験者全員の泳力および運動表象のそれぞれの変化,ならびに両者の関連を整理してゆくと,質

料Ⅳ-6に示すように4つのタイプに分煩できる｡このような｢できる｣ことと｢わかる｣ことの

関係の4つのタイプ-の分類は,すでに阪田氏22)や中村氏23)らによって試みられているが,本実験

授業での水泳の初心者指導においてもそれらと同じ結果を示した｡

まず第①のタイプは｢できないし,わかってもいない｣というものである｡資料にはM.Mの例

が挙げられているが,泳力に大きな伸びがなく,かつ形成された運動表象も｢ドル平泳法｣, ｢グラ

イドバタフライ泳法｣ともに要素的諸操作が系列的に配列されてなく,本質的時間的要因および本

質的空間的要因が十分に認識されていない｡このタイプの子どもはまさしく｢教師の指導力の欠除

の『成果』がそのまま現われた｣24)ものである｡これに対して第④のタイプはまったく逆で, ｢で

きるし,わかってもいる｣というものである　S.Kの場合,技能的にも習熟し,技術認識の面で

も安定した精密な運動表象が形成されている｡このタイプの子どもに対してほ,本実験授業でとら

れた指導方法が有効なものとして作用したのであろう｡また第②のタイプは｢できないが,わかっ

ている｣というもので, H.Nは　M.Mと同様に泳力は伸びていないが,技術認識の面では豊かな

運動表象が形成されている｡第③のタイプは第②のタイプとは逆で｢できるが,わかっていない｣

というものである　N.Tの場合　H.Nや　S.K　と比較するとき,明らかに,形成された運動表
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象に量と質の両面から不十分さがみられるが,中村氏によれば,このタイプは従来の体育授業で

一般的にはもっとも多いタイプである｡技能的には習熟していても,技術的な認識という面では,

｢カソ｣や｢コツ｣としていわば主観的なかたちで獲得されており,実験者が教授一学習過程で,彼

らの行為の｢認識的側面｣と｢執行的側面｣とを分離することに失敗した結果であろう｡この点で

第②のタイプに関して言えば,量的にも質的にも豊かに形成されているはずの運動表象が動作の遂

行過程を効果的に調節し制御することができないということであり,彼らの技術認識の中身に深く

たち入って再検討してみる必要がある｡

以上,教授一学習過程を終えた時点での被験者のなかにあらわれた状態を, ｢できる｣ことと

｢わかる｣ことの関係から4つのタイプに分煩し考察した｡言うまでもなく,体育科教育における

授業実践のなかで目指されるタイプは第④のタイプ,すなわち｢できるし,わかっている｣である｡

｢できる｣ことをベースに｢わかる｣が形成されるのか,それとも｢わかる｣ことをベースに｢で

きる｣が形成されてゆくのかについては,この結果から判断することはできないが,いずれにして

も,斎藤浩志氏が指摘するように｢できる(わかる)授業｣の創造をめざす場合には, ｢できる｣こ

とと｢わかる｣ことを一応区別して捉え,その上で｢できる｣ことと｢わか′る｣ことの結合を考え

ることが必要であるように思える25)

Ⅴ.まとめと今後の課題

本実験授業は, 3つの授業仮説に基づいて実施された｡今回の場合,対象群を設けて,それとの

比較のうえに授業仮説の妥当性を検証するというスタイルでないために,結果に対しての考察には

実験者(-授業者)の主観的判断が入りこんだかも知れない｡しかしながら事前に設定した3つの

授業仮説は対象者が女子大学生であったという条件のもとで一定の有効性を確認することができた｡

とりわけ子どもたちの技能習熟(できること)と技術認識(わかること)の統一的形成にとって,

一方で｢トリオ学習｣を組織し子ども間の相互観察･相互比較を促進して,教え合い･伝え合う関

係を発展させたこと,他方で,子どもの学習活動に｢文章化｣という｢コトバを用いた活動｣を組

織することによって,行為の｢認識的側面｣と｢執行的側面｣とを分離させようとしたことは効果

的に作用するものであった｡また,子どもたちの認識行為およびその内容は彼らが立ち向かい,挑

みかかる対象によって何よりも規定される｡その意味から言えば学習対象すなわちここでの技術指

導の系統についてもその有効性が認められるであろう｡

しかし本実験授業を通じて浮き彫りにされた課題も多い｡ ｢コトバを用いた活動｣を組織する場

合の技術的問題, ｢トリオ学習｣を効果的に機能させるための小集団編成の原理の解明, ｢できる｣

ことと｢わかる｣ことの関係とその発達における合法則性の解明,学習過程における子どもの過渡

的状態を正確に把握しうるデータの採り方および読みとり方26)などである｡これらは今後の課題と

して実験授業のなかで検討してゆかなければならない｡
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※　本研究は,九州体育学会第33回大会(1984年)において口頭発表した内容を一部含んでいることをお断り

します｡九州体育学会第33回大会で共同研究者であった鹿児島大学教育学部助教授の岡田猛先生,ならびに

鹿児島短期大学助手の西谷憲明先生の御協力を得たことを附記し謝意を表します｡
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